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5.容量拠出金の計算方法
(参考)容量拠出金仮請求額通知書（年間総額）の算定式

◼ 実需給2024年度に係る容量拠出金について、2024年7月の請求開始にあたって、2023年12月に仮請求額通
知書（年間総額）を送付予定です。

◼ 各小売電気事業者へ通知する仮請求額に関する計算式は以下になります。

◼ 2023年12月時点で入手可能な諸元を用いた概算金額をお知らせすることを目的としており、2024年7月以降の
実際の請求額では算定方法が異なることにご留意ください。

エリア別月別の小売電気
事業者の負担総額

×
当該エリアの全小売電気事業者の
夏季ピーク時電力kW実績合計

当該エリアの各小売電気事業者の
夏季ピーク時電力kW実績合計

仮請求額（年間総額）＝Σ
エリア別4月の
小売電気事業
者の負担総額

×
当該エリアの全小売電気事業者の
夏季ピーク時電力kW実績合計

当該エリアの各小売電気事業者の
夏季ピーク時電力kW実績合計

＋… (6月～2月) …

=
エリア別5月の
小売電気事業
者の負担総額

×
当該エリアの全小売電気事業者の
夏季ピーク時電力kW実績合計

当該エリアの各小売電気事業者の
夏季ピーク時電力kW実績合計

＋

エリア別3月の
小売電気事業
者の負担総額

×
当該エリアの全小売電気事業者の
夏季ピーク時電力kW実績合計

当該エリアの各小売電気事業者の
夏季ピーク時電力kW実績合計

＋
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公表または通知する諸元について

エリア：北海道／7月：○○kW
／8月：○○kW／9月：
○○kW／合計：○○kW

容量拠出金仮請求額通知書
（会員情報管理システムにてダウンロード）

諸元B

諸元A①

公表資料
（「容量拠出金仮請求額通知書（年間総額）の

発行について」に公表されている諸元）

諸元A②

諸元C
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端数処理の方法について

エリア別の小売電気
事業者の負担総額
(4月~2月)

×
当該エリアの全小売電気事業者の
夏季ピーク時電力kW実績合計

当該エリアの各小売電気事業者の
夏季ピーク時電力kW実績合計

仮請求額（4月～2月）＝

エリア別の小売電気
事業者の負担総額
(3月)

×
当該エリアの全小売電気事業者の
夏季ピーク時電力kW実績合計

当該エリアの各小売電気事業者の
夏季ピーク時電力kW実績合計

仮請求額（3月） ＝

仮請求額（年間総額）＝

〇4月～2月における仮請求額

〇3月における仮請求額

〇年間の仮請求額

仮請求額（4月）＋仮請求額（5月）＋… ＋仮請求額（3月）

小数17位で四捨五入

小数1位で四捨五入

諸元A①

諸元A②
諸元B

諸元C

諸元B

諸元C
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計算例

11,709,526,220 円 ×仮請求額（4月～2月）＝

仮請求額（3月） ＝

仮請求額（年間総額）＝

〇4月～2月における仮請求額

〇3月における仮請求額

〇年間の仮請求額

262,232×11＋ 262,232=3,146,784 円

九州エリア、合計1000kWの通知の場合

44,653,320 kW

1,000 kW
＝

0.0000223947513869069….

小数17位で四捨五入

262231.928555 円

小数1位で四捨五入

2

11,709,526,226 円 ×
44,653,320 kW

1,000 kW

0.0000223947513869069….

＝ 262231.92869 円
2
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5.容量拠出金の計算方法
(参考)容量拠出金の端数調整

◼ 容量確保契約金額は、約款に基づき、金額の単位は1円とし、その端数は切り捨てます。

◼ したがって、容量確保契約金額の算定過程で整数化が必要な場合、端数の切り捨てにより端数調整を行います。

◼ 一方、容量拠出金は、容量確保契約金額の総額と同額とする必要があり、エリア配分や配分比率の算定、月次
請求や還元等の算定において端数が生じた場合、端数調整が行われます。

◼ 容量拠出金の算定過程の整数化においては、端数の四捨五入により端数調整を行います。また、その結果、算
定時の総額との端数調整の必要が生じた場合はエリア配賦時・事業者配賦時に調整※します。

容量確保契約金額 容量拠出金一致

個々の算定において
端数を切り捨て

エリア1

D社

エリア2

E社 F社 ・・・

A社 B社 C社 ・・・

エリア配賦時に端数調整

事業者配賦時に端数調整

・・・
最大９円

（エリア数９）

最大α円
（エリア内事業者数α）

※プラスとマイナスの両方の調整が行われます。
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